




































断する（拙稿「橋本左内の外交観について―日露同盟論を中心に―」 〈 『社会文化史学』 （３）昭和四十二年、五一～六一頁、参照〉 ） 。　
こうした日露同盟論ともいうべきかれの外
交策が、安政四年（一八五七）十一月二十八日付けの村田氏寿宛書翰（ 『橋本景岳全集』（上） 、五五二～四頁、以下『全集』と略称する）のなかに明瞭にうかがわれるので、次その所説 大要を述べる。　
只今の国際情勢をみると、将来五大州は一















見主義を厳しく批判して、抜本的な幕政改革を訴える。つまり人材・識見とも 優れた将軍のもとに、親藩・譜代・外様 差別をなくし、有能な人物をどしどし起用する。外様の薩摩藩主・島津斉彬が親藩の水戸藩の徳川斉昭や福井 の松平春嶽とともに「国内事務宰相」に用いられるほどであ とりわけイギリスが虎視たんたんと狙う蝦夷地（北海道）に対しては、伊達遠州（注、宇和島藩主・伊達宗城）や土州侯（土佐 山内豊信）を






















福井城下に招かれて、左内に代わって福井藩論に大きなかかわりをもつこと な 。小楠の場合は一応親露的な 解を表明しながらも、イギリスの海軍力が万国に冠たることを率直に認め、左内にあって看過されたクリミア戦争についても、小楠はその顛末 かなり的確に把握し、ロシア イギリス 強大な軍事力には到底及ばないものと判断する。　
当時の緊迫した極東情勢のなかで、左内が
「日本国中を一家とみる」統一国家論をふまえ、 「親露反英」の現実主義的かつ権謀術数的な外交策を提起した 対して 小楠はロシア・イギリス両国につき、それぞれの国際場裡での立場を冷静な眼で評価する。
　
そして日本国の海軍強化策とともに、儒学
の本源的な「尭舜三代の道」＝「仁政」を実践することにより、露・英はもとより他のヨーロッパ諸国も、 ひとしくわが 「仁政」 に服し、自ずと望ましい 際秩序が回復できるという極めて高次元の倫理性に富む外交策をひれきするわけである。 （小著『横井小楠の新政治社会像―幕末維新変革の軌跡』 〈思文閣出版、平成八年〉五三頁） 。　
なにぶん小楠の構想による 「国是七条」 （山













して提起され、 「将軍継嗣問題」をめぐり、かれが春嶽の謀臣として活躍したが、旧来の幕閣専制を策する井伊政権の厳しい弾圧 より、左内の卓見は っかり挫折す 羽目となった。　
ところが文久期の段階で、政事総裁職とし
て松平春嶽が主導する幕政改革で、かって左内の卓見が再生するが、その際横井小楠の極めて先見的な識見が深くか わること より、左内よりもはるかにレベルの高い再生が見出されるわけである。
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